
～火災防ぎょ訓練の様子～
　５月下旬、解体中の旧吉岡小学校を利用し
た火災防ぎょ訓練を３日間実施し、日頃経験
できない規模で、職員のスキルアップを図る
ことができました。

令和 ５年 5月31日現在

人　口 世帯数
富谷市 52,173 20,267
大和町 27,989 12,317
大郷町 7,668 2,922
大衡村 5,557 2,066
計 93,387 37,572

令和 5年 5月31日現在

くろかわ

地域の人口・世帯数

令和５年７月１日発行　No.105
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議 会 報 告
❖ 令和５年第１回定例会（令和５年３月20日） ❖
議案第１号 　黒川地域行政事務組合個人情報保護法施行条例
議案第２号 　黒川地域行政事務組合個人情報保護審査会条例
議案第３号 　令和４年度黒川地域行政事務組合一般会計補正予算（第４号）
議案第４号 　令和４年度黒川地域行政事務組合病院事業会計補正予算（第１号）
議案第５号 　令和５年度黒川地域行政事務組合一般会計予算
議案第６号 　令和５年度黒川地域行政事務組合介護認定審査会特別会計予算
議案第７号 　令和５年度黒川地域行政事務組合障害支援区分認定審査会特別会計予算
議案第８号 　令和５年度黒川地域行政事務組合病院事業会計予算
議案第９号 　令和５年度黒川地域行政事務組合訪問看護ステーション事業会計予算
議案第10号 　�宮城県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及び宮城県市

町村職員退職手当組合規約の変更について
議案第11号 　�宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等認定委員会を共同設置する地方公共団体の数の減

少及び宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等認定委員会共同設置規約の変更について
議案第12号 　�宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等審査会を共同設置する地方公共団体の数の減

少及び宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等審査会共同設置規約の変更について
同意第１号 　監査委員の選任について
発議第１号 　黒川地域行政事務組合議会の個人情報の保護に関する条例の制定について
同意第２号 　助役の選任について

【全ての議案が可決同意されました。】

小
川 

ひ
ろ
み 

氏

大
衡
村
長

　

令
和
５
年
５
月
18

日
開
催
の
理
事
会
に

お
い
て
衛
生
事
務
事

業
担
当
理
事
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。

新
理
事

紹
介

　

令
和
５
年
５
月
９
日
の
大

衡
村
議
会
に
て
新
た
に
組
合

議
会
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。�

（
議
席
順
）

　

令
和
５
年
第
１
回
定
例
会

に
お
い
て
選
任
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

新
議
員
紹
介

新
監
査
委
員
紹
介

組
合
議
会

監
査
委
員
（
識
見
者
）

小
川　
克
也 

議
員

赤
間
し
づ
江 

議
員

文
屋　
裕
男 

議
員

木
村　
祐
喜 

氏

（
大
衡
村
推
薦
）
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❖ 令和５年第２回臨時会（令和５年５月26日） ❖
議案第13号 　高規格救急車の取得について
議案第14号 　災害対応特殊消防ポンプ自動車の取得について
議案第15号 　損害賠償の額を定め、和解することについて
議案第16号 　損害賠償の額を定め、和解することについて

【全ての議案が可決されました。】

環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
の

料
金
支
払
に
つ
い
て

　
千　
坂　
裕　
春 
議
員

（
大
和
町
）

質
問
者 令

和
５
年
第
１
回
定
例
会

一
般
質
問

�　

�　

現
制
度
は
、
利
用
者
が
廃
棄
物
を

環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
み
、

そ
の
後
、
居
住
地
の
自
治
体
で
料
金

を
支
払
う
も
の
で
あ
る
。
利
用
者
の

観
点
か
ら
も
不
便
で
あ
り
、
ま
た
、

行
政
側
で
は
、
未
納
が
発
生
し
や
す

い
の
で
は
と
考
え
る
が
、
理
事
長
の

考
え
を
伺
う
。
環
境
管
理
セ
ン
タ
ー

で
支
払
を
完
了
す
る
制
度
で
あ
る
べ

き
で
は
。

�　

�　

環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
の
廃
棄
物

持
込
料
は
、
町
村
の
条
例
又
は
規
則

に
よ
り
、
町
村
の
収
入
と
し
て
定
め

ら
れ
、
組
合
が
町
村
よ
り
委
託
さ
れ

て
い
る
業
務
か
ら
窓
口
で
の
廃
棄
物

持
込
料
の
徴
収
は
除
か
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
利
用
者
が
廃
棄
物
を
持

問答

ち
込
む
場
合
に
は
、
町
村
役
場
に
て

事
前
に
処
分
券
を
購
入
し
、
環
境
管

理
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
渡
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
役
場
に
出
向
く
こ
と
が
負

担
と
な
る
方
へ
の
配
慮
は
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
環
境
管
理

セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
て
納
付
書
を
発

行
し
、
後
日
支
払
い
い
た
だ
く
方
法

も
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

�　

な
お
、
こ
う
し
た
対
応
に
よ
り
懸

念
さ
れ
る
未
納
金
の
発
生
に
つ
い
て

は
、
関
係
町
村
に
よ
る
と
平
成
30
年

度
に
１
件
発
生
し
た
が
、
以
降
は
発

生
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
か
ら
、
利

便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
環
境
管
理
セ
ン

タ
ー
で
は
防
犯
上
の
理
由
か
ら
も
現

金
は
取
り
扱
わ
な
い
方
針
で
現
在

行
っ
て
い
る
た
め
、
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

【
経　
歴
】

　

平�

成
28
年
３
月

　
　

�

黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合

定
年
退
職

　

平�

成
28
年
４
月

　
　

�

黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合

環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
所
長

（
再
任
用
）

　

平�

成
31
年
４
月

　
　

�

黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合

助
役
就
任

　

令�

和
５
年
４
月

　
　

�

黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合

助
役
再
任

助
役
就
任

助役　鎌田　節夫
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出典：総務省消防庁ホームページ熱中症情報
https://www.fdma.go.jp/disaster/heatstroke/post3.html

　

坪
子
氏
は
、
昭
和
58
年
に
発
生
し

た
二
市
三
町
に
ま
た
が
る
大
規
模
林

野
火
災
で
の
活
動
や
、
平
成
23
年
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
黒
川

消
防
署
副
署
長
と
し
て
、
多
発
す
る

災
害
の
現
場
指
揮
を
執
る
な
ど
、
消

防
職
員
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
危
険

業
務
に
従
事
さ
れ
た
功
績
に
よ
り

「
瑞
宝
双
光
章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。

◇
瑞
宝
双
光
章（
消
防
功
労
）

元 

消
防
監（
消
防
長
）

　

坪
子　

一
夫 

様

（
大
和
町
在
住
）

危
険
業
務

従
事
者
叙
勲

令
和
５
年
４
月
29
日
発
令

第40回

救命講習のご案内
一般公募の普通救命講習会予定

月　日 場　所 時　間
７月19日
（水） 大衡出張所

午後６時30分

〜

午後９時30分

８月23日
（水） 大郷出張所

９月20日
（水） 富谷消防署

11月22日
（水） 黒川消防署

上級救命講習会（8時間）
月　日 場　所 時　間

10月25日
（水） 大衡出張所

午前９時00分

〜

午後５時00分

申し込み先　消防本部警防課救急係
　☎345−6888

　今年も本格的に夏を迎えるにあたり、熱中
症にはくれぐれも注意しましょう。時には命
に関わることもありますので、早めの対策を
心がけてください。

　

令
和
５
年
４
月
１
日
付

け
で
清
野
康
広（
せ
い
の

や
す
ひ
ろ
）前
富
谷
消
防

署
長
が
消
防
本
部
消
防
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
職
員
一

丸
と
な
り
、
地
域
の
皆
さ

ま
に
信
頼
さ
れ
、
ご
期
待

に
添
え
る
消
防
と
な
り
ま

す
よ
う
、
ま
い
進
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
消
防
長

就 
任

消防長　清野　康広

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今年も　� に注意！熱中症
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①
家
族
み
ん
な
で
や
ろ
う
！

　
子
ど
も
だ
け
で
遊
ぶ
の
は
と
て

も
危
険
で
す
。
必
ず
大
人
の
方
と

一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

②
必
ず
水
を
用
意
し
よ
う
！

　

バ
ケ
ツ
に
水
を
た
め
て
、
終

わ
っ
た
ら
水
に
浸
け
る
。

処
理
方
法

　
水
に
浸
け
て
か
ら
可
燃
ご
み
に

捨
て
る
。
未
使
用
の
花
火
の
場
合
、

最
低
で
も
一
日
以
上
水
に
浸
け
て

か
ら
処
分
す
る
。

③�

花
火
に
書
い
て
あ
る
使
用
方
法
を

必
ず
守
ろ
う
！

　
手
持
ち
花
火
は
人
に
向
け
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
周
り
に
燃

え
や
す
い
も
の
が
な
い
か
を
確
認

し
て
か
ら
や
り
ま
し
ょ
う
。

　
や
け
ど
や
火
事
に
つ
な
が
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ふ
ざ
け
て
遊
ぶ

ルールを守って
楽しく花火をしよう

と
危
な
い
と
い
う
こ
と
を
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
再
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

④�

手
持
ち
の
筒
花
火
は
持
つ
位
置
に

注
意
！

　
手
持
ち
の
筒
花
火
は
、
底
を
握

ら
ず
、
筒
の
中
程
よ
り
少
し
下
を

持
ち
、
体
か
ら
離
し
て
使
用
す
る

と
安
全
で
す
。
ま
た
、
子
ど
も
が

や
る
と
き
は
大
人
も
一
緒
に
持
ち
、

落
と
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

⑤
点
火
時
に
注
意
！

　
花
火
を
点
火
す
る
と
き
は
ロ
ー

ソ
ク
か
付
属
の
点
火
用
線
香
を
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

　
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
を
使
っ
て

点
火
し
て
し
ま
う
と
や
け
ど
を
負

う
こ
と
が
あ
る
の
で
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

⑥�

Ｓ
Ｆ
マ
ー
ク
付
き
の
も
の
を
推
奨

　
国
内
で
流
通
す
る
国
産
・
輸
入

品
の
お
も
ち
ゃ
花
火
で
、
公
益
社

団
法
人
日
本
煙
火
協
会
が
安
全
な

花
火
か
検
査
を
実
施
し
、
合
格
し

た
花
火
に
は
左
に
あ
る
マ
ー
ク
が

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

水の事故に注意！
日常生活

家 の 中
・�水の入っている浴槽、洗濯機、洗面台、
水洗式トイレなど
・ビニールプール、庭の池など

　暑くなると好奇心と行動力
がいっぱいな子どもの水によ
る事故が増加し
ます。周囲の大
人が気を配り予
防しましょう。家の周囲

・砂利や砂をとったあとの水たまり
・柵や囲いのないため池
・柵や欄干の低い用水路、川

アウトドアでのレジャー

ボート
ヨット
など

・救命胴衣を必ず身に付ける
・�天候が悪い時や、波や風が強い時には
乗らない
・足元の危険な場所で乗り降りしない

　水の事故で最も多いのが、
子どもたちだけでの海や川、
池での水遊びによるものです。
ルールを守って遊びま
しょう。
　また、子どもた
ちだけで遊ばせず、
目を離さないよう
にしましょう。

釣り
キャンプ
など

・�磯釣りは高波と足場に注意し、必ず救
命胴衣を身に付ける
・�河川の釣りは滑りやすいので、足元に
注意する

SFマーク
（Safety Fireworks）
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令和４年度　予算執行状況のお知らせ
令和５年３月末現在における令和４年度各種会計の予算執行状況は下記のとおりです。

組合では、これまでも効果的・効率的な予算執行に努めておりますが、今後も引き続き効率的な予算執行を行ってまいります。

一 般 会 計

特 別 会 計

病院事業会計 訪問看護ステーション事業会計

（歳　入） 　� （単位：千円）
科　　　目 予　算　現　額 収　入　済　額 収　入　率

分 担 金 及 び 負 担 金 2,147,863 2,147,863 100.0%
使 用 料 及 び 手 数 料 15,906 17,795 111.9%
国 庫 支 出 金 7,072 0 0.0%
県 支 出 金 65 65 100.0%
財 産 収 入 625 1,130 180.8%
繰 越 金 84,752 84,753 100.0%
諸 収 入 31,446 38,216 121.5%
組 合 債 454,500 454,500 100.0%
繰 入 金 61,553 61,553 100.0%

合　　　計 2,803,782 2,805,875 100.1%

（歳　出） 　� （単位：千円）
科　　　目 予　算　現　額 支　出　済　額 執　行　率

議 　 会 　 費 2,515 2,310 91.8%
総 　 務 　 費 127,768 123,432 96.6%
民 　 生 　 費 80 52 65.0%
衛 　 生 　 費 601,469 444,776 73.9%
消 　 防 　 費 1,924,587 1,223,324 63.6%
公 　 債 　 費 127,331 127,329 99.9%
予 　 備 　 費 100 0 0.0%
災 害 復 旧 費 19,932 2,970 14.9%

合　　　計 2,803,782 1,924,193 68.6%

介護認定審査会特別会計
（歳　入） 　� （単位：千円）

科　　目 予算現額 収入済額 収入率
分担金及び負担金 12,482 12,482 100.0%
繰 越 金 216 217 100.5%
諸 収 入 19 26 136.8%

合　　　計 12,717 12,725 100.1%

（歳　出） 　� （単位：千円）
科　　目 予算現額 支出済額 執行率

介護認定審査会費 12,717 10,864 85.4%

� （単位：千円）
区　　分 予算現額 収入・支出済額 収入・執行率

収益的
収　支

収入 204,085 205,629 100.8%
支出 388,475 386,161 99.4%

資本的
収　支

収入 407,083 407,084 100.0%
支出 407,083 407,081 99.9%

� （単位：千円）
区　　分 予算現額 収入・支出済額 収入・執行率

収 益 的
収 支

収入 1 0 0.0%
支出 32 0 0.0%

障害支援区分認定審査会特別会計
（歳　入） 　� （単位：千円）

科　　目 予算現額 収入済額 収入率
分担金及び負担金 914 914 100.0%
繰 越 金 39 39 100.0%
諸 収 入 1 0 0.0%

合　　　計 954 953 99.9%

（歳　出） 　� （単位：千円）
科　　目 予算現額 支出済額 執行率

障害支援区分認定審査会費 954 825 86.5%
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事業系（t） 家庭系（t） 災害ごみ（t） 人口（人）

5,725

9,958

1,072

5,819

10,266

1,507 2

42,350 42,020

5,387

9,872

42,548

平成30年度 令和元年度 令和３年度

5,922

10,066

41,669

23

5,673

9,984

41,439

令和４年度令和２年度
0
人口
（人）

搬入量
（ｔ）

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000
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� ［単位：ｔ］
一般ごみ 災害ごみ※ 総合計事業系 家庭系 合計

大和町 3,533（3,521） 6,911（  6,972） 10,444（10,493） 12（  1） 10,456（10,494）
大郷町 862（1,073） 1,764（  1,777） 2,626（  2,850） 10（  1） 2,636（  2,851）
大衡村 1,278（1,328） 1,309（  1,317） 2,587（  2,645） 1（  0） 2,588（  2,645）
合計 5,673（5,922） 9,984（10,066） 15,657（15,988） 23（  2） 15,680（15,990）

� （　）内は前年度
※令和４年７月の大雨によるもの。前年度分については、令和４年３月16日発生福島県沖地震によるもの。

� ［単位：ｇ］

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
目標 達成度

１人１日あたり事業ごみ量 347 369 379 389 375 315 84.0%
１人１日あたり家庭ごみ量 636 642 669 662 660 609 92.3%
１人１日あたりごみ量 983 1,011 1,048 1,051 1,035 924 89.3%

※１人１日あたりごみ量における達成度については、災害ごみを除いています。

表２ 年度別ごみ搬入状況

表３ 目標達成度

表１ 町村別ごみ搬入内訳

令和４年度
ごみ搬入状況及びごみ減量目標達成度

　令和４年度に環境管理センターへ搬入されたごみの量は、15,680t
で、内訳は表１のとおりとなっており、前年度と比較すると1.9%
減少しています。
　組合では、ごみの減量化を推進する上で、富谷市を除いた「黒川
地域循環型社会形成推進地域計画」において、国・県の方針や地域
特性を考慮して算出した、ごみ減量目標値を定めています。その達
成状況については、89.3％となっており、詳細については表３の
とおりでさらなる減量化への取り組みが求められています。
　ごみの減量は、資源の有効活用・温暖化ガスの削減などの環境へ
の負荷の少ない健全な経済の発展においても必要ですので、さらな
る分別の徹底を実践していただき、ごみ減量へのご協力をお願いし
ます。

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲
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【消防救急
デジタル無線】

【車両運用
表示モニター】

【指令情報
モニター】

　基地局・各移動局の出力
をこれまでの倍に増強、当
消防本部管轄地域における
無線の不感地帯が大幅に解
消され、情報共有がこれま
で以上に可能となります。

　指令情報出力装置と同期
し、出場準備中の隊員が一
斉に災害現場を確認するこ
とが可能になりました。情
報共有の視認効果を高め、
安全確実な災害出場に向け
て意思統一を図ります。

　他署所における車両活動
状況が一覧で表示され、
AVM装置搭載車両の現在
地が全ての署所で把握可能
となります。
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【現場映像装置】

令和５年
４月１日

高機能
消防指令センター

運用開始

　機器の更新により、情報の共有化が飛躍的に高まり、
より迅速・効果的な災害対応が可能となります。
　災害情報ダイヤル 0570−022−119 にて

災害状況の確認をすることができます。

　指揮車両の車上にカ
メラを設置、高機能消
防指令センターでの遠
隔による撮影・操作が
可能となり、活動支援
に役立ちます。

4G/LTE回線を使用して通信を行います。
情報処理速度・情報量が大幅に向上しました。
※�AVMとは災害地点へのナビのほか、道路や消防水利の
情報を一元管理し、画面の地図上で確認できる装置。

【ＡＶＭ装置】
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歳入説明
分担金及び負担金 当組合を構成する市町村からの負担金

使用料及び手数料 黒川浄斎場の使用料、し尿及び浄化槽汚泥処分手数料、消防法に規定
する危険物の許認可に係る手数料等

国 庫 支 出 金 循環型社会推進交付金やモニタリング事業に係る補助金等

県 支 出 金 県から移譲された事務に対する交付金

財 産 収 入 組合が保有する土地の占有料や財政調整基金の預金利子等

繰 越 金 前年度においての決算剰余金を本年度会計に繰り越すもの

組 合 債 地方債借入れによる資金

諸 収 入 上記以外の収入						    

負担金内訳表　� （単位：千円）
構成市町村各種会計 富谷市 大和町 大郷町 大衡村 合　計

一 般 会 計 692,506 858,017 361,069 327,030 2,238,622
一
般
会
計
内
訳

総 務 費 ・ 議 会 費 60,938 41,632 25,147 23,486 151,203
民 生 費 20 20 20 20 80
衛 生 費 28,177 392,348 153,928 148,215 722,668
消 防 費 603,371 424,017 181,974 155,309 1,364,671

介護認定審査会特別会計 4,959 5,129 2,277 2,012 14,377
障害支援区分認定審査会特別会計 452 393 168 156 1,169
病 院 事 業 会 計 46,499 268,266 67,066 65,278 447,109

合　　　計 744,416 1,131,805 430,580 394,476 2,701,277
●富谷市はごみ処理を市単独で行っているため、衛生費のうちのごみ処理費に係る経費の負担はありません。
●訪問看護ステーション事業会計に係る構成市町村の経費の負担はありません。

　歳入・歳出の総額をそれぞれ25億6,113万７千円とし、前年度と比較しますと２億 3,154万７千円の減額（△8.3％）となります。主な事業については、まず衛生部門
においては老朽化が進んでいる環境衛生センターの建設に向け、施設整備基本計画 策定等を進めてまいります。次に消防部門においては、消防車両３台（救助工作
車・高規格救急車・消防ポンプ車）を更新し、消防力のさらなる強化を図ってまい ります。
　なお、財源に占める市町村負担金の割合は、予算総額の87.4％です。

分担金及び負担金
2,238,622
（87.4％）

国庫支出金
18,217（0.7％）

繰越金 1,080
（0.1％未満）

使用料及び手数料
14,155（0.6％）

〔単位：千円〕

歳入総額
2,561,137

繰入金
72,774（2.8％）

諸収入
23,505（0.9％）

財産収入 19
（0.1％未満）

県支出金 65
（0.1％未満）

組合債
192,700
（7.5％）
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　歳入・歳出の総額をそれぞれ25億6,113万７千円とし、前年度と比較しますと２億 3,154万７千円の減額（△8.3％）となります。主な事業については、まず衛生部門
においては老朽化が進んでいる環境衛生センターの建設に向け、施設整備基本計画 策定等を進めてまいります。次に消防部門においては、消防車両３台（救助工作
車・高規格救急車・消防ポンプ車）を更新し、消防力のさらなる強化を図ってまい ります。
　なお、財源に占める市町村負担金の割合は、予算総額の87.4％です。

歳出説明
議 会 費 議会の開催に要する経費

総 務 費 人事や給与の管理、事務所庁舎等の管理、広報
誌の発行、監査等に要する経費

民 生 費 老人ホーム入所判定委員会の開催に要する経費

衛 生 費
黒川浄斎場（火葬場）、環境衛生センター（し尿
処理）、環境管理センター（ごみ処理）、一般廃
棄物最終処分場、各施設の運営に要する経費

消 防 費 火災、救急の出場、火災予防業務、救急救命士
の育成等に要する経費

公 債 費 地方債の元利償還に要する経費（衛生費11件、
消防費８件、災害復旧事業２件）

主な事業
事　業　名

総 務 費

総 務 費 ・職員用パソコン等機器購入

衛 生 費

斎 場 管 理 費
・火葬等業務委託
・火葬炉設備修繕工事
・庭園管理業務委託

し 尿 処 理 費

・し尿処理施設管理業務委託
・し尿処理施設整備工事
・施設整備基本計画策定業務委託
・PFI等導入可能性調査業務委託

ご み 処 理 費

・焼却施設運転管理業務委託
・�焼却施設主要設備点検整備・清
掃業務委託

・焼却施設整備工事
・粗大ごみ処理施設整備工事
・�廃プラスチック減容施設整備工
事

最終処分場費

・最終処分場維持業務委託
・�砂ろ過・活性炭入替及び処理槽
清掃業務

・浸出水処理施設整備工事

消 防 費

消 防 費

・救助工作車更新
・高規格救急車更新
・消防ポンプ自動車更新
・富谷消防署庁舎前舗装工事
・大郷出張所庁舎前舗装工事
・大衡出張所エアコン更新工事
・救助資器材購入

　当組合は、構成市町村（富谷市、大和町、
大郷町、大衡村）における、環境衛生、消
防、病院、介護認定審査会及び障害支援区
分認定審査会などの事務事業を共同で行い、
効率よく、公平なサービスを提供するため
に設置されたものです。
　組合の財源のほとんどは構成市町村から
の負担金となっており、その内訳は右のと
おりです。

市町村負担金内訳（各種会計合計）

一般会計

〔単位：千円〕

歳出総額
2,561,137

衛生費
737,150
（28.8%）

公債費 
175,635（6.9%）

消防費
1,489,862
（58.2%）

予備費 100
（0.1%未満）

議会費 2,688（0.1%）
総務費 155,622

（6.1%）
民生費 80

（0.1%未満）

430,580千円430,580千円

744,416千円744,416千円

394,476千円

1,131,805千円
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　歳入・歳出の総額はそれぞれを1,439万３千円
となっております。審査会委員40名による８合議
体で審査判定を行います。

介護認定審査会特別会計
　� （単位：千円）

歳　　入 歳　　出
科　　目 予算額 科　　目 予算額

負担金及び分担金 14,377
介護認定
審査会費 14,393繰　越　金 1

諸　収　入 15
合　　計 14,393 合　　計 14,393

　歳入・歳出の総額はそれぞれを117万１千円と
なっております。審査会委員10名による２合議体
で審査判定を行います。

障害支援区分認定審査会特別会計
� （単位：千円）

歳　　入 歳　　出
科　　目 予算額 科　　目 予算額

負担金及び分担金 1,169 障害支援
区分認定
審査会費

1,171繰　越　金 1
諸　収　入 1
合　　計 1,171 合　　計 1,171

（単位：千円）
区　分 予算額 摘　要

事業外収益 1 預金利息
事 業 費 用 1 保険給付交付金
経 常 利 益 0

　くろかわ訪問看護ステーションは、指定管理者である
公益社団法人地域医療振興協会へ管理運営を委託してい
ます。
　今年度も在宅療養者がより快適な療養生活を送れるよ
う、利用者のニーズに応えた看護サービスに努めてまい
ります。

訪問看護ステーション事業会計

　公立黒川病院は、指定管理者である公益社団法人地域医療振興協会へ
管理運営を委託しています。指定管理者においては医療を取り巻く厳し
い環境の中で病院経営に鋭意努力しており、安定的に推移しています。
　構成市町村からの負担金は、総額４億4,710万９千円で、企業債償還、
指定管理者への運営交付金及び医療機器等の整備事業に充てられます。

病院事業会計

（単位：千円）
区　分 予算額 摘　要

収益的収入

医 業 収 益 10,000 構成する市町村からの負担金
医 業 外 収 益 190,583 構成する市町村からの負担金、預金利息等による収入
特 別 利 益 1

（156,089） 収益的収入のうち、市町村からの負担金

収益的支出
医 業 費 用 338,143 指定管理者への交付金、職員の給与、減価償却等に要する費用
医 業 外 費 用 23,455 企業債や一時借入金の利子等に要する費用
特 別 損 失 1

経　常　利　益 △ 161,015

資本的収入

関係市町村出資金 291,020 企業債償還等に係る構成する市町村からの出資金
企 業 債 50,200 医療機器整備事業に係る借入資金
補 助 金 24,678 電子カルテシステム更新分企業債償還に係る指定管理者負担金
長期貸付金回収金 26,500 指定管理者への長期貸付に係る回収金

資本的支出

企 業 債 償 還 金 334,743 企業債元金償還
建 設 改 良 費 50,226 医療機器整備事業
リース資産購入費 1,000
他会計借入金償還金 6,429 一般会計からの長期借入に係る償還金
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（単位：Bq/kg）
採取年月 放射性セシウム134 放射性セシウム137 放射性セシウム合計
令和 5年 3月 不検出 43 43
令和 5年 4月 不検出 54 54
令和 5年 5月 不検出 97 97

基準値：8,000Bq/kg
　当組合では、地域の皆さまが安心できるよう、東日本大震災による東京電力福島原発事故後から現在
まで、一般廃棄物最終処分場に埋立てしている焼却灰の放射性物質測定を実施しております。測定結果
は、環境省で定める基準値を下回っており、埋立て後の最終処分場内の各種測定も基準値を超えるもの
は検出されておりません。今後も定期的に測定を実施します。� 問い合わせ先　業務課　☎345−6481

問い合わせ先　環境管理センター　☎342−2218

ごみ焼却施設から生じる焼却灰（飛灰）の放射性物質測定結果

　令和５年５月８日環境管
理センターで小型充電式電
池（リチウムイオン電池
等）が原因と思われる火災
が発生し、粗大ごみ処理施
設の機械の一部が焼損しま
した。

※電池類は、他の有害ごみとは「別の袋」で出してください。

　リチウムイオン電池は、充電して使用できる製品の多くに使われており、強い衝撃や圧力
が加わることで発火します。
　「燃えないごみ」や「プラスチック製容器包装」等の他のごみに混入していると処理する
際に押しつぶされて発火し、大変危険です！
　リチウムイオン電池による火災は、住民の皆さまの協力によって防ぐことができます。
　ごみの分別を徹底し、電池はすべて有害ごみとして出してください。
○電池を出す際の注意点

電池の分別徹底にご協力お願いします！

リチウムイオン電池等の
小型充電式電池

取り外しができるもの

取り外した電池を半透明の
袋に入れ「有害ごみ」と書い
て出す。

リチウムイオン電池等の
小型充電式電池

取り外しができないもの

無理に外さず、製品ごと
半透明の袋に入れ「有害ごみ」
と書いて出す。

乾電池、ボタン電池
モバイルバッテリー

半透明の袋に入れ「有害ごみ」
と書いて出す。

焼損したアルミ選別機 選別機内部で変形したベルトコンベヤ

13 広域くろかわ 令和５年７月号



公
立
黒
川
病
院

病院長
高橋　広喜

内科医師
綾香　奈々

　

令
和
５
年
４
月
よ
り
、
公
立
黒
川
病

院
院
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
い
え
ば
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
皆
さ
ん
も
数
回
接
種

済
み
の
事
と
思
い
ま
す
。
今
回
お
話
し

す
る
の
は
、
帯
状
疱
疹
（
た
い
じ
ょ
う

ほ
う
し
ん
）
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て
で
す
。
帯
状
疱
疹

は
、
体
の
な
か
に
潜
む
水
痘
・
帯
状
疱

疹
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
す
。
幼
少
期
な

ど
に
か
か
っ
た
水
ぼ
う
そ
う
の
原
因
ウ

イ
ル
ス
は
、
実
は
治
っ
た
あ
と
も
身
体

か
ら
消
え
ず
に
、
神
経
細
胞
が
集
ま
る

神
経
節
で
眠
っ
て
い
ま
す
。
50
歳
を
過

ぎ
た
頃
よ
り
、
加
齢
や
疲
労
、
病
気
な

ど
で
免
疫
力
が
低
下
す
る
と
ウ
イ
ル
ス

が
暴
れ
始
め
ま
す
。
や
っ
か
い
な
の
は
、

心
が
け
、
免
疫
力
が
低
下
し
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、「
転
ば

ぬ
先
の
杖
」、
罹
る
前
に
私
も
５
月
に

当
院
で
１
回
目
を
接
種
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
４
月
よ
り
黒
川
病
院
の
内

科
で
勤
務
し
て
お
り
ま
す
、
綾
香
奈
々

と
申
し
ま
す
。
外
来
、
病
棟
、
訪
問
診

療
、
健
診
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
医

師
６
年
目
で
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、

黒
川
地
域
の
皆
さ
ま
の
健
康
増
進
に
少

し
で
も
役
立
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
も
暑
い
季
節
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
時
期
、
小
さ
な
子
供

か
ら
ご
年
配
の
方
ま
で
、
全
員
が
気
を

つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
熱
中
症

で
す
。
熱
中
症
は
高
温
多
湿
な
環
境
に

皮
膚
に
ウ
イ
ル
ス
が
移
動
す
る
と
、
痛

み
や
か
ゆ
み
を
伴
う
発
疹
や
水
ぶ
く
れ

が
帯
状
に
で
き
ま
す
。
痛
み
は
だ
ん
だ

ん
と
強
く
な
り
、
な
か
に
は
眠
れ
な
い

ほ
ど
激
し
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

特
に
怖
い
の
は
顔
面
に
症
状
が
出
た
場

合
で
、
顔
面
神
経
麻
痺
や
難
聴
、
め
ま

い
、
目
の
周
り
で
は
角
膜
炎
な
ど
を
起

こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
皮
膚
の
症
状

が
完
治
し
て
も
痛
み
が
続
き
、
約
２
割

は
３
か
月
以
上
痛
み
が
続
く
帯
状
疱
疹

後
神
経
痛
に
な
り
、
日
常
生
活
に
深
刻

な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

帯
状
疱
疹
は
、
２
回
の
不
活
化
ワ
ク

チ
ン
接
種
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

と
同
じ
筋
肉
注
射
で
、
１
回
目
の
接
種

か
ら
２
カ
月
を
あ
け
て
２
回
目
を
打
ち

ま
す
。
臨
床
試
験
で
は
予
防
効
果
が
50

歳
以
上
で
97
％
、
70
歳
以
上
で
90
％
で

し
た
。
ワ
ク
チ
ン
を
販
売
す
る
英
グ
ラ

ク
ソ
・
ス
ミ
ス
ク
ラ
イ
ン
社
に
よ
る
と
、

10
年
目
ま
で
は
８
割
超
の
予
防
効
果
が

続
く
そ
う
で
す
。
費
用
は
１
回
２
万
円

前
後
で
す
。
帯
状
疱
疹
に
な
る
と
つ
ら

い
の
で
す
が
ワ
ク
チ
ン
で
防
げ
る
病
気
な

の
で
接
種
の
ご
検
討
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

帯
状
疱
疹
に
か
か
る
人
は
近
年
増
加

傾
向
に
あ
り
、
50
歳
か
ら
発
症
率
が
増

加
し
、
80
歳
ま
で
に
約
３
人
に
１
人
発

症
し
、
加
え
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
流
行
で
患
者
が
急
増
し
た
と
の
報
告

も
あ
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
体
調
管
理
を

長
時
間
い
る
こ
と
で
徐
々
に
体
内
の
水

分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温

調
節
機
能
が
う
ま
く
働
か
な
く
な
り
、

体
内
に
熱
が
こ
も
っ
た
状
態
を
指
し
ま

す
。
屋
外
だ
け
で
な
く
室
内
で
何
も
し

て
い
な
い
時
で
も
発
症
し
、
救
急
搬
送

さ
れ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
死
亡
し

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
熱
中
症

患
者
の
お
よ
そ
半
数
は
65
歳
以
上
の
高

齢
者
で
す
。
高
齢
者
は
暑
さ
や
水
分
不

足
に
対
す
る
感
覚
機
能
や
暑
さ
に
対
す

る
調
節
機
能
が
低
下
し
て
い
る
た
め
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

熱
中
症
を
予
防
す
る
た
め
に
最
も
重

要
な
こ
と
は
、
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給

す
る
こ
と
で
す
。
目
安
と
し
て
１
時
間

に
コ
ッ
プ
１
杯
の
水
を
飲
む
こ
と
が
推

奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
屋
内
で
の

熱
中
症
死
亡
者
の
約
９
割
は
エ
ア
コ
ン

を
使
用
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
デ
ー

タ
も
あ
り
ま
す
。
暑
さ
を
感
じ
て
い
な

く
て
も
自
宅
で
は
エ
ア
コ
ン
を
使
い
ま

し
ょ
う
。
外
出
時
に
は
日
傘
や
帽
子
を

着
用
し
、
こ
ま
め
な
休
憩
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」

が
発
表
さ
れ
た
日
は
、
外
出
を
な
る
べ

く
控
え
、
自
宅
で
涼
し
く
過
ご
し
て
自

分
や
家
族
の
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

少
し
の
心
が
け
で
、
熱
中
症
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
年
々
暑
さ
が
厳
し

く
な
っ
て
い
る
日
本
で
す
が
、
今
年
の

夏
は
黒
川
地
域
の
皆
さ
ま
が
元
気
に
過

ご
せ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

「
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
を

ご
存
じ
で
す
か
？
」

「
熱
中
症
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
」

●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
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言
語
聴
覚
士
　
加
藤　
依
子

材
料（
２
人
分
）

ズ
ッ
キ
ー
ニ　

�

１
本

ニ
ン
ニ
ク　

�

１
片

バ
タ
ー　

�

10
ｇ

オ
リ
ー
ブ
油　

�

大
さ
じ
１

ポ
ン
酢　

�

大
さ
じ
１
／
２

か
つ
お
節　

�

適
量

　

ズ
ッ
キ
ー
ニ
は
ア
メ
リ
カ
南
部
や

メ
キ
シ
コ
が
原
産
地
で
す
が
、
イ
タ

リ
ア
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
人
気
が
あ

り
、
フ
ラ
イ
や
煮
込
み
料
理
な
ど
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
80
年

代
に
栽
培
が
始
ま
り
、
年
々
人
気
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

一
見
、
き
ゅ
う
り
の
よ
う
に
見
え

ま
す
が
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
仲
間
で
、
か

ぼ
ち
ゃ
よ
り
糖
質
が
少
な
く
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
控
え
め
で
す
。
淡
色
野
菜
で

す
が
、
か
ぼ
ち
ゃ
と
同
じ
く
β
カ
ロ

テ
ン
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

β
カ
ロ
テ
ン
は
抗
酸
化
作
用
が
あ
り
、

老
化
防
止
や
動
脈
硬
化
の
予
防
に
役

立
ち
ま
す
。

　

オ
リ
ー
ブ
油

な
ど
油
と
の
相

性
が
よ
く
、
一

緒
に
食
べ
る
こ

と
で
β
カ
ロ
テ

ン
の
吸
収
率
も

ア
ッ
プ
し
ま
す
。

美
肌
や
免
疫
力

ア
ッ
プ
に
役
立

作
り
方

①�

ズ
ッ
キ
ー
ニ
は
、
へ
た
を
切
り
落

と
し
、
１
㎝
の
輪
切
り
に
し
ま
す
。

ニ
ン
ニ
ク
は
皮
を
む
い
て
う
す
切

り
に
し
ま
す
。

②�

フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ
リ
ー
ブ
油
を
入

れ
弱
火
で
ニ
ン
ニ
ク
を
炒
め
ま
す
。

③�

香
り
が
立
っ
て
き
た
ら
、ズ
ッ
キ
ー

ニ
を
入
れ
、
中
火
で
炒
め
ま
す
。

④�

ズ
ッ
キ
ー
ニ
に
焼
き
色
が
つ
い
た

ら
、
バ
タ
ー
と
ポ
ン
酢
を
入
れ
ま

す
。

⑤�

味
が
な
じ
ん
だ
ら
火
を
止
め
、
器

に
盛
り
付
け
、
か
つ
お
節
を
か
け

て
出
来
上
が
り
。

つ
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
細
胞
合
成
に
不
可

欠
な
葉
酸
な
ど
の
ビ
タ
ミ
ン
類
や
取

り
過
ぎ
た
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
排
泄
す
る

カ
リ
ウ
ム
も
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
洋
風
料
理
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
が
、
ク
セ
が
な
い
の
で
和
風
の

味
付
け
に
も
合
い
ま
す
。

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

季
節
の
料
理
の
レ
シ
ピ

「
ズ
ッ
キ
ー
ニ
のポン

酢
炒
め
」

栄
養
室
室
長　

小
岩　
陽
子

む
せ
を
予
防
し
て

健
康
寿
命
を
の
ば
し
ま
し
ょ
う

　
誤
嚥
性
肺
炎
（
ご
え
ん
せ
い
は

い
え
ん
）
は
日
本
人
の
死
因
第
６

位（
２
０
２
１
年
人
口
動
態
統
計
）

で
あ
り
、
加
齢
に
伴
い
発
症
リ
ス

ク
が
高
く
な
る
た
め
、
高
齢
者
の

方
は
特
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
誤
嚥
性
肺
炎
予
防
に
は
の

ど
を
鍛
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

－�
年
齢
を
重
ね
る
と
い
う
こ

と
は

－

　
口
の
健
康
が
低
下
→
入
れ
歯

に
な
る
、
滑
舌
が
悪
く
な
る

　
円
背
姿
勢
に
な
る
→
全
身
の

筋
力
が
衰
え
る
、
飲
み
込
み
に

働
く
筋
力
が
衰
え
る

－�
誤
嚥
性
肺
炎
に
な
ら
な
い

た
め
に

－

　
む
せ
は
気
道
に
侵
入
し
た
唾

液
や
食
物
を
排
出
す
る
た
め
の

防
御
機
構
で
す
。
口
の
中
が
誤

嚥
性
肺
炎
に
な
ら
な
い
た
め
に
、

気
道
に
異
物
が
侵
入
し
た
と
き

に
き
ち
ん
と
喉
の
蓋
が
で
き
る

こ
と
、
異
物
が
気
道
に
入
っ
た

場
合
は
、
強
く
咳
を
し
て
き
ち

ん
と
排
出
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

－

む
せ
な
い
た
め
に

準
備
運
動
を
し
ま
し
ょ
う

－

①
嚥
下
体
操

　
口
す
ぼ
め
運
動
→
首
の
回
旋
運

動
→
肩
の
上
下
運
動
→
両
手
を
頭

の
上
で
組
ん
で
左
右
側
屈（
胸
郭

の
運
動
）→
頬
を
膨
ら
ま
し
た
り

引
っ
込
め
た
り
す
る
→
舌
を
前
後

に
出
し
入
れ
す
る
→
舌
で
左
右
の

口
角
に
触
る
→
深
呼
吸
→「
パ
」

「
タ
」「
カ
」「
ラ
」の
発
音
練
習

②
お
で
こ
嚥
下
体
操

　
額
に
手
を

当
て
て
力
を

加
え
、
お
へ

そ
を
の
ぞ
き

込
む
よ
う
に

下
向
き
に
力

を
加
え
ま
す
。

１ 

持
続
訓
練
：
ゆ
っ
く
り
５
秒

数
え
て
力
を
入
れ
続
け
る
。

２ 

反 

復 

法
：
数
を
数
え
な
が

ら
そ
れ
に
合
わ
せ
て
１
回
ず
つ

下
を
向
く
よ
う
に
力
を
入
れ
る
。

　
な
る
べ
く
体
を
動
か
し
て
、
全
身

や
喉
の
筋
力
を
キ
ー
プ
し
、
む
せ
や

誤
嚥
性
肺
炎
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。
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環
境
管
理
セ
ン
タ
ー

社
会
科
見
学

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流

行
も
落
ち
着
き
、
環
境
管
理
セ

ン
タ
ー
の
社
会
科
見
学
の
受
入

れ
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
６
月
６
日
に
は
、

大
衡
村
立
大
衡
小
学
校
４
年
生

の
児
童
が
、
社
会
科
の
授
業
の

一
環
で
環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
を

訪
れ
ま
し
た
。

　
児
童
の
皆
さ
ん
は
、
ご
み
を

掴
む
大
き
な
ク
レ
ー
ン
や
、
大

量
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
缶
が
機

械
に
よ
っ
て
小
さ
く
圧
縮
さ
れ

た
姿
に
驚
い
た
様
子
で
、
様
々

な
種
類
の
ご
み
の
処
理
方
法
や

減
量
化
、
資
源
化
の
大
切
さ
に

つ
い
て
学
ん
で
い
ま
し
た
。

大衡小学校の皆さん

　

宮
城
県
消
防
学
校
に
お
い
て
県

内
11
の
消
防
本
部
が
参
加
し
ま
す
。

　

こ
の
指
導
会
は
救
助
隊
員
に
必

要
と
す
る
安
全
で
確
実
な
技
術
、

体
力
、
精
神
力
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
養
う
も
の
で
、
現
場
対
応
能
力

の
向
上
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　

２
年
連
続
東
北
大
会
出
場
を
目

指
し
、
指
導
会
当
日
ま
で
毎
日
欠

か
さ
ず
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

消
防
救
助

技
術
指
導
会
出
場

令
和
５
年
７
月
４
日（
火
）

団
体
種
目
２
チ
ー
ム
出
場

令和６年度採用　職員募集のお知らせ
　職員採用試験（初級）を行います。受験申込書は令和５年７月３日（月）から黒川地域行
政事務組合総務課、黒川地域行政事務組合消防本部及び富谷消防署で配布いたします。

試 験 区 分 初級（高等学校卒業程度）
職種及び採用予定人員 行政職　若 干 名　　　消防職　若 干 名

受
験
資
格

行　 政　 職 平成12年４月２日以降に生まれた方で、学校教育法による高等学
校を卒業した方、または令和６年３月31日までに卒業見込みの方

消　 防　 職

①�平成12年４月２日以降に生まれた方で、学校教育法による高等学
校を卒業した方、または令和６年３月31日までに卒業見込みの方

②消防職員として職務遂行に必要な体力及び健康を有する方
③�普通自動車の運転免許を有する方。または採用時までに普通

自動車の運転免許を取得する見込みのある方
④採用された場合、消防本部の管轄区域内に居住できる方

受 付 期 間 令和５年７月３日（月）～令和５年８月３日（木）
＊平日午前８時30分～午後５時15分

第 一 次 試 験 日 令和５年９月17日（日）
試 験 会 場 受験申込者に別途、お知らせします。

問い合わせ先：総務課　☎345-1541
＊ホームページ  https://www.kurogyou.jp  をご覧になるか、直接お問い合わせください。
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